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[1] 調査概要 
 
(1) 今回調査と前回調査の概要 
 
 調査の概要を整理すると，以下の表の通りである． 
 

 今回調査 前回調査 

調査対象 
満 16－18 歳の全町民 
（2024 年 4 月末時点） 

満 16－18 歳の全町民 
（2019 年 4 月末時点） 

調査方法 調査依頼文書：郵送による送付 
調査票：オンライン回収 郵送による調査票の配布・回収 

調査期間 2024 年 5 月 2019 年 5 月 

配 布 数 162 部(163 部配布 返戻数 1 部) 182 部（183 部配布 返戻数 1 部） 

回 収 数 52 部 41 部 

回 収 率 32.1%(0.321=52/162) 22.5%(0.225=41/182) 

 
 
 2024 年調査（以下，今回調査）の回収率は 32.1％，回収票数は 52 票で，2019 年調査

（以下，前回調査）よりも，回収率が 9.6 ポイント上昇，11 票増加した． 
 今回調査は，調査依頼文書を対象者に送付した上で，すべてオンラインでの回答を求め

た． 
 
 
 
(2) 集計に関する留意事項 
 
 今回調査と前回調査の集計結果の比較について，留意すべき点は，以下の通りである． 
・ 今回調査はオンライン調査を実施したため，総合戦略の KPI の評価等に活用する設問はで

きるだけ多くの回答を得る目的から回答必須に設定している．そのため，今回の調査では，回

答を強制しないため，「回答しない」という選択肢を設けている． 
・ 集計結果には，前回調査との比較のため，「回答しない」を除いた集計を示している． 
・ 各表の「差」は今回調査と前回調査との回答割合の差（ポイント）である． 
  四捨五入のため，表中の値の合計が合計値と一致しない場合がある。 
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[2] 回答者属性 
 
Q1 性別  

 
  
 回答者の性別は，「男性」の割合が 31.4％，「女性」の割合が 68.6％であった．ただし，前回調

査では，「その他」と「回答しない」という選択肢が設けられていなかった．また，本集計では「回

答しない」は除かれている． 
 前回と今回で比較すると，今回は，「男性」の割合は 13.6 ポイント低下し，女性回答者への偏り

が生じた． 
 
Q2 居住地区  

 
 
 回答者の居住地区は，土樽地区の割合が 41.2％で最も多く，ついで湯沢地区が 35.3％，神

立地区が 19.6％，三国地区が 3.9％であり，三俣地区は回答者がいなかった．ただし，「回答

しない」は除かれている． 
 前回と今回で比較すると，今回は，「湯沢地区」の割合が前回よりも 14.7 ポイント低下した一方

で，「神立地区」と「土樽地区」の割合が前回よりもそれぞれ 7.1 ポイントと 8.7 ポイント増加し

た．前回は「湯沢地区」が 50％で最大であったが，今回は 35.3％となった一方で，「土樽地区」

が 41.2％で最大となった． 
 
  

回答数 割合(%) 回答数 割合(%)

1 男性 16 31.4 18 45.0 -13.6

2 女性 35 68.6 22 55.0 13.6

3 その他 0 0.0 - - 0.0

合計 51 100.0 40 100.0

今回調査 前回調査
差

回答数 割合(%) 回答数 割合(%)

1 湯沢地区 18 35.3 20 50.0 -14.7

2 神立地区 10 19.6 5 12.5 7.1

3 土樽地区 21 41.2 13 32.5 8.7

4 三俣地区 0 0.0 1 2.5 -2.5

5 三国地区 2 3.9 1 2.5 1.4

合計 51 100.0 40 100.0

差
今回調査 前回調査
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[3] 集計結果 
 
(1) 町政や財政への関心等 
 
Q3 あなたは、湯沢町は住みよい町だと思いますか。 

 
 
 回答者 52 名のうち，51.9％が「まあ住みよい」と回答して過半数を占め，ついで「とても住みよ

い」と「やや住みにくい」が同率で 17.3％であった．さらに，「どちらともいえない」が 11.5％であ

り，「とても住みにくい」はわずか 1.9％であった． 
 前回調査と比較して，「どちらともいえない」が 8.0 ポイント低下した一方で，「とても住みよい」と

「まあ住みよい」が合わせて 5.8 ポイント増加したが，「やや住みにくい」も 2.7 ポイント増加し

た． 
 
Q4 あなたは、町政・町の財政に関心がありますか。 

 
 
 回答者 52 名のうち，「どちらともいえない」が 28.8％で最大であり，ついで「ある程度関心があ

る」が 25.0％，「あまり関心がない」が 23.1％であり，この範囲に 76.9％が集中した．さらに，「ま

ったく関心がない」が 17.3％，「とても関心がある」は 5.8％であった． 
 前回調査と比較して，「あまり関心がない」が 16.9 ポイント低下した一方で，「とても関心がある」

と「ある程度関心がある」が合わせて 8.3 ポイント増加し，「どちらともいえない」や「まったく関心

がない」もそれぞれ 6.3 ポイントと 2.3 ポイント増加した． 
 
  

回答数 割合(%) 回答数 割合(%)

1 とても住みよい 9 17.3 6 14.6 2.7

2 まあ住みよい 27 51.9 20 48.8 3.1

3 どちらともいえない 6 11.5 8 19.5 -8.0

4 やや住みにくい 9 17.3 6 14.6 2.7

5 とても住みにくい 1 1.9 1 2.4 -0.5

合計 52 100.0 41 100.0

今回調査 前回調査
差

回答数 割合(%) 回答数 割合(%)

1 とても関心がある 3 5.8 0 0.0 5.8

2 ある程度関心がある 13 25.0 9 22.5 2.5

3 どちらともいえない 15 28.8 9 22.5 6.3

4 あまり関心がない 12 23.1 16 40.0 -16.9

5 まったく関心がない 9 17.3 6 15.0 2.3

合計 52 100.0 40 100.0

今回調査 前回調査
差
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Q5 あなたは、日常会話程度の英語を話すことができますか。 

 
 
 回答者 52 名のうち，「あまり話すことができない」が 40.4％で最大であり，ついで「まあまあ話す

ことができる」が 34.6％で，この範囲に 75.0％が集中した．さらに，「まったく話すことができない」

が 13.5％，「話すことができる」は 11.5％であった． 
 
 
(2) 婚姻状況等 
 
① 配偶者（届け出の有無に関係なく婚姻関係にある相手）の有無 

 
Q6 配偶者（届け出の有無に関係なく婚姻関係にある相手）はいらっしゃいますか。  

 
 
 配偶者が「いる」が 0％，「いない」が 100.0％であった．なお，「回答しない」は除かれている． 
 前回と同じ結果であった． 

 
 
② 未婚者の結婚希望 

 
Q7 あなたは、将来結婚したいと思いますか。 

 
 
 将来結婚したいと「思う」と回答した割合は 74.4％であり，「思わない」が 25.6％であった．なお，

「回答しない」は除かれている． 
 前回と比較すると将来結婚したいと「思う」割合が 11.0 ポイント低下した一方で，「思わない」が

増加した． 
 
  

回答数 割合(%) 回答数 割合(%)

1 話すことができる 6 11.5 - - -

2 まあまあ話すことができる 18 34.6 - - -

3 あまり話すことができない 21 40.4 - - -

4 まったく話すことができない 7 13.5 - - -

合計 52 100.0 - - -

今回調査 前回調査
差

回答数 割合(%) 回答数 割合(%)

1 いる 0 0.0 0 0.0 0.0

2 いない 47 100.0 41 100.0 0.0

合計 47 100.0 41

今回調査 前回調査
差

回答数 割合(%) 回答数 割合(%)

1 思う 29 74.4 35 85.4 -11.0

2 思わない 10 25.6 6 14.6 11.0

合計 39 100.0 41 100.0

今回調査 前回調査
差
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③ 結婚を希望する方の回答 

 
Q8 あなたが結婚するなら、理想の結婚年齢は何歳頃ですか。 

 
 

 「将来結婚したい」と回答した 24 名の，理想の結婚年齢は「30 歳代」が 33.3％で最大であり，

ついで「20 歳代」が 25.0％，「50 歳代」が 20.8％であった．さらに，「60 歳以上」が 12.5％，「40
歳代」が 8.3％であった. 

 前回と比較すると，「30 歳代」の割合が 8.8 ポイント，「40 歳代」の割合が 2.2 ポイント，「20 歳

代」の割合が 1.3 ポイント低下した一方で，「50 歳代」が 10.3 ポイント，「60 歳以上」が 2.0 ポイ

ント増加した． 
 
Q9 あなたが、将来結婚したいと思う理由は何ですか。（複数選択可） 

 
注：前回調査は回答数を二つまでに制限 
 
 「将来結婚したい」と回答した 29 名の回答数割合を見ると，「子どもや家族をもてる」が 33.9％

で最大であり，ついで「愛情を感じている人と暮らせる」が 25.8％であった．回答者割合で見る

と，一人当たり 2.1 個の回答を選んでおり，回答者の 72.4％が「子どもや家族をもてる」を選択

し，ついで 55.2%が「愛情を感じている人と暮らせる」，31.0%が「精神的安らぎの場が得られ

る」を選択した． 
 前回調査の回答数割合と比較すると，今回調査は「精神的安らぎの場が得られる」が 8.3 ポイ

ント減少し，「子どもや家族をもてる」が 4.7 ポイント低下した．他方で，「生活上便利になる」が

6.3 ポイント増加し，「愛情を感じている人と暮らせる」と「社会的信用や対等な関係が得られる」

がそれぞれ 3.0 ポイントと 2.8 ポイント増加した．ただし，今回調査は回答数を制限しなかった

が，前回調査は回答数を二つまでに制限していたため，回答者割合の比較は困難である． 
  

回答数 割合(%) 回答数 割合(%)

1 20歳代 6 25.0 5 26.3 -1.3

2 30歳代 8 33.3 8 42.1 -8.8

3 40歳代 2 8.3 2 10.5 -2.2

4 50歳代 5 20.8 2 10.5 10.3

5 60歳以上 3 12.5 2 10.5 2.0

合計 24 100.0 19 100.0

今回調査 前回調査
差

回答数
回答数割
合（%）

回答者割
合（%）

回答数
回答数割
合（%）

回答者割
合（%）

1 精神的安らぎの場が得られる 9 14.5 31.0 13 22.8 40.6 -8.3

2 子どもや家族をもてる 21 33.9 72.4 22 38.6 68.8 -4.7

3 親や周囲の期待に応えられる 2 3.2 6.9 2 3.5 6.3 -0.3

4 愛情を感じている人と暮らせる 16 25.8 55.2 13 22.8 40.6 3.0

5 社会的信用や対等な関係が得られる 5 8.1 17.2 3 5.3 9.4 2.8

6 親から独立できる 3 4.8 10.3 2 3.5 6.3 1.3

7 生活上便利になる 5 8.1 17.2 1 1.8 3.1 6.3

8 その他 1 1.6 3.4 1 1.8 3.1 -0.1

回答数計 62 100.0 213.8 57 100.0 178.1

回答者計 29 100.0 32 100.0

今回調査 前回調査 回答
数割
合差
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Q10 将来、子どもを持つとすれば、理想の子どもの数は何人ですか。

 
 
 「将来結婚したい」と回答した回答者のうち，将来子どもを持つとした場合の理想の子ども数は

「2 人」が 84.6％で最大であり，ついで「3 人」が 11.5％，「1 人」が 3.8％であった．なお，「4 人」

と「5 人以上」の回答はなかった．ただし，今回調査では，「0 人」（回答者 1 名）が選択肢に含ま

れたが，「子供を持つとすれば」という設問であるため，ここでは除かれている． 
 前回と比較すると，「2 人」が 15.6 ポイント増加した一方で，「1 人」が 9.9 ポイント減少し，「3 人」

が 2.3 ポイント減少した． 
 
 
④ 結婚を希望しない方の回答 

 
Q11 あなたが、将来結婚したくないと思う理由は何ですか。（複数選択可）   

 
注：前回調査は回答数を二つまでに制限 
 
 「将来結婚したくない」と回答した 10 名のうち，その理由を 9 名が回答した．一回答者当たり平

均 3.6 個の回答がなされた．ただし，今回調査は回答数を制限しなかったが，前回調査は回答

数を二つまでに制限していたため，回答者割合の比較は困難である． 
 回答者の 77.8％(9 名のうち 7 名)が「結婚する必要を感じない」と「趣味や娯楽を楽しみたい」

を選択し，ついで，「結婚そのものに興味がない」は 66.7％，「結婚後の生活資金が不安」は

55.6％が選択した．「適当な相手に巡りあえるか不安」，「異性とうまく付き合えるか不安」および

「まだ若すぎて結婚のことは考えられない」はいずれも 22.2％の回答者が選択した． 
 前回と比較すると，「趣味や娯楽を楽しみたい」が 21.9 ポイント増加し，「適当な相手に巡りあえ

るか不安」が 6.3 ポイント増加した一方で，「まだ若すぎて結婚のことは考えられない」が 23.8
ポイント減少した．  

回答数 割合(%) 回答数 割合(%)

2 1人 1 3.8 4 13.8 -9.9

3 2人 22 84.6 20 69.0 15.6

4 3人 3 11.5 4 13.8 -2.3

5 4人 0 0.0 0 0.0 0.0

6 5人以上 0 0.0 1 3.4 -3.4

合計 26 100.0 29 100.0

今回調査 前回調査
差

回答数
回答数割
合（%）

回答者割
合（%）

回答数
回答数割
合（%）

回答者割
合（%）

1 結婚そのものに興味がない 6 18.8 66.7 2 20.0 33.3 -1.3

2 結婚する必要を感じない 7 21.9 77.8 2 20.0 33.3 1.9

3 仕事や学業に打ち込みたい 1 3.1 11.1 0 0.0 0.0 3.1

4 趣味や娯楽を楽しみたい 7 21.9 77.8 0 0.0 0.0 21.9

5 適当な相手に巡りあえるか不安 2 6.3 22.2 0 0.0 0.0 6.3

6 異性とうまく付き合えるか不安 2 6.3 22.2 1 10.0 16.7 -3.8

7 結婚後の生活資金が不安 5 15.6 55.6 1 10.0 16.7 5.6

8 まだ若すぎて結婚のことは考えられない 2 6.3 22.2 3 30.0 50.0 -23.8

9 その他 0 0.0 0.0 1 10.0 16.7 -10.0

回答数計 32 100.0 355.6 10 100.0 166.7

回答者計 9 100.0 6 100.0

今回調査 前回調査 回答
数割
合差
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(3) 今後の進路・湯沢町での定住意向 
 
①進路（全員の回答） 

 
Q12 今後の進路希望についてお聞きします。 

 
 
 今後の進路希望については，回答者 52 名のうち，82.7％が「進学（大学・短大・専門学校等）」

を選択し，「就職」が 15.4％で，「その他」が 1.9％であった． 
 前回調査と比較すると，「進学」が 5.2 ポイント増加した一方で，「就職」が 4.6 ポイント低下し

た． 
 
 

Q13 進路（進学・就職）先へは、どこに居住して通いますか。今後、希望する居住地を選択し

てください。   

 
 
 将来の居住地については，回答した 50 名の 56.0％が「新潟県外」を選択し，ついで「（湯沢町

以外の）新潟県内」が 40％であった．「湯沢町」は 4.0％，「国外」は 0％であった． 
 前回調査と比較すると，「新潟県内」が 17.5 ポイント増加した一方で，「新潟県外」と「湯沢町」

がそれぞれ 14.0 ポイントと 3.5 ポイントが低下した． 
 
 
②定住意向（全員の回答） 

 
Q14 将来は、また湯沢町で暮らしたいですか。 

 
 
 将来の湯沢町での定住意向については，湯沢町で「暮らしたい」と回答した割合は，回答者 50

名のうち，48.0％（24 名）で半数を下回り，「暮らしたくない」が 52.0％であった． 
 前回調査と比較すると，「暮らしたくない」が 4.8 ポイント増加した．  

回答数 割合(%) 回答数 割合(%)

1 進学（大学・短大・専門学校等） 43 82.7 31 77.5 5.2

2 就職（現在就職している方を含む） 8 15.4 8 20.0 -4.6

3 その他 1 1.9 1 2.5 -0.6

合計 52 100.0 40 100.0

今回調査 前回調査
差

回答数 割合(%) 回答数 割合(%)

1 湯沢町 2 4.0 3 7.5 -3.5

2 新潟県内（湯沢町以外） 20 40.0 9 22.5 17.5

3 新潟県外 28 56.0 28 70.0 -14.0

4 国外 0 0.0 0 0.0 0.0

合計 50 100.0 40 100.0

今回調査 前回調査
差

回答数 割合(%) 回答数 割合(%)

1 暮らしたい 24 48.0 19 52.8 -4.8

2 暮らしたくない 26 52.0 17 47.2 4.8

合計 50 100.0 36 100.0

今回調査 前回調査
差
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③将来，湯沢町で暮らしたい回答者 

 
Q15 何歳頃に湯沢町に戻りたいですか。 

 
 
 湯沢町に戻りたい年齢については，湯沢町で「暮らしたい」と回答した 24 名のうち， 「30 歳代」

が 33.3％で最大であり，ついで「20 歳代」と「50 歳代」でそれぞれ 25.0％と 20.8％であった．

20 歳代と 30 歳代を合わせた割合が 58.3%であり，50 歳代と 60 歳以上の合計が 33.3％であ

り，戻りたい年齢が二極化している． 
 前回調査と比較すると，50 歳代が 10.3 ポイント増加した一方で，30 歳代が 8.8 ポイント低下し

た． 
 なお，今回調査では「20 歳代より前」という選択肢も設けたが，この回答（1 名）は 20 歳代に含

めた． 
 

 
④将来，湯沢町で暮らしたくない回答者 

 
Q16 暮らしたくない理由は何ですか。（複数選択可） 

 
 「将来，湯沢町に暮らしたくない」と回答した 26 名全員が回答し，一回答者当たり平均 3.4 個

の回答がなされた． 
 回答者の 65.4％(26 名のうち 17 名)が「買い物が不便だから」と「就きたい職業が町内にない

から」を選択しており，ついで，「町内の移動が不便だから（バスや電車が少ない）」は 50.0％の

回答者，「娯楽施設が少ないから」は 46.2％の回答者が選択した．「寒いから・雪が多いから」と

「若者がまわりに少ないから」はそれぞれ 34.6％と 23.1%の回答者が選択した． 
 

回答数 割合(%) 回答数 割合(%)
1 20歳代 6 25.0 5 26.3 -1.3

2 30歳代 8 33.3 8 42.1 -8.8

3 40歳代 2 8.3 2 10.5 -2.2

4 50歳代 5 20.8 2 10.5 10.3

5 60歳以上 3 12.5 2 10.5 2.0

合計 24 100.0 19 100.0

今回調査 前回調査
差

回答数
回答数
割合（%）

回答者
割合（%）

回答数
回答数
割合（%）

回答者
割合（%）

1 寒いから・雪が多いから 9 10.1 34.6 － － － －

2 町内の移動が不便だから（バスや電車が少ない） 13 14.6 50.0 － － － －

3 買い物が不便だから 17 19.1 65.4 － － － －

4 就きたい職業が町内にないから 17 19.1 65.4 － － － －

5 娯楽施設が少ないから 12 13.5 46.2 － － － －

6 友人や異性等との出会いの場が少ないから 3 3.4 11.5 － － － －

7 医療機関が少ないから 5 5.6 19.2 － － － －

8 体育施設、ホール、公園等の公共施設が少ないから 5 5.6 19.2 － － － －

9 若者がまわりに少ないから 6 6.7 23.1 － － － －

10 その他 2 2.2 7.7 － － － －

回答数計 89 100.0 342.3 － － － －

回答者計 26 100.0 － － － －

今回調査 前回調査
差
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